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口2 説明的文章の読み書き闘違指導の基本的指導過程 (儀間朝善 1985)‖





























































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































2 ●倉・プロセス C二つ凛上●●D書■饉・■臓する。 概念 :単語や短い語旬で達べられた抽象的な知釣構成長念 (宣言釣知
識). トビッタやt朦を超えて、転移可れ
・ プロセス:意日された結果を達成するためのスキルの組み合わせ。学
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